




















る。当時すでに退官していた Geny Wakisaka先生に、Luiza Nana Yoshida、
Madalena Natsuko Hashimoto Cordaro、私、Junko Otaが加わり、そしてさらに






















































　　“No entardecer do quarto dia do quinto mês, é prazeroso ver um serviçal em trajes 
vermelhos carregando nos ombros uma vara com dois cestos cheios de uma 
profusão de folhas verdes de íris aromáticos, cortados com muita perfeição.” (Sei 






















　　(…)Sua Consorte Imperial mandava realizar cerimônias fazendo copiar sutras e 
pintar imagens de Buda.
と、主語である中宮を待遇表現で明記している。ただ、作者の中宮に対する敬
意をいくらか表現するため、その表現のイニシャルを大文字にした。これはポ
ルトガル語ではこのように使えはするが、文全体にイニシャルの大文字の言葉
が多いと重い感じになるため、最初の時点では出版社の編集者はそれに反対し
たが、やはり事情を話して、そのままにしてもらったといういきさつがある。
　こうしていくつか例を挙げた通り、いろいろな困難が伴った翻訳作業では
あったのだが、終わった後振り返ってみると、その間に頭をつきあわせながら
読んだ内容に関してみんなで共感して大笑いしたことも何回もあった。いった
い何がおかしくてそんなに笑ったのか、今となっては当時の仕事の記録を残し
ていないため、思い出せないでいるが、楽しかったのは事実である。
　つまり、われわれは翻訳者である前にまず読者であったことが、ひとつ挙げ
られると思う。また、いろいろな段を読み、解釈を試みることによって、筆者
が生きていた地理的そして時間的に遠く離れているはずの世界を少なからず生
きることができたのではないかと思う。そしてその経験を少しでも多くポルト
ガル語を読むブラジルの読者に伝えることができたなら、この10年を超えた
仕事も甲斐があったといえるであろう。
